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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）
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【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日 平成　２４年　１月　３０日

運営理念の「その人らしさを大切に　住み慣れた町で仲良く　ゆったり　豊かに　楽しい生活を」を基に
して、季節の移ろいを感じていただけるように、季節行事を充実させ、お花見やバーべキュウーの際に
は、家族様にも参加していただき、共に楽しんでいただけるように努めています。その他、生活と医療
のバランスを考え、出来る限り自立した生活を送っていただけるよう、入居者様の「出来ること。」、「出
来ないこと。」を見極め、入居者様に不安や混乱を極力感じていただかないように努力しています。薬
に関しても、必要最低限の服薬で、副作用を出来る限り少なく過ごしていただけるようにしています。医
療的には、早期発見、早期対応を心掛け、主治医や担当医と連絡を密にとり、家族様に相談し、本人
様に安心して過ごしていただけるよう努めています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
地元出身代表者が自らの土地にホームを開設して８年目になります。すぐ横の小学校の校庭からは、元気な子どもたちの声が聞
こえる環境にあります。代表者が育った馴染みの地域であり、できるだけ住み慣れた地域で暮らせるように交流を図り、近隣住民
の理解や多くの協力を得ています。ホームの理念でもある「豊かに楽しい生活」をと、チームワークの良い職員が利用者に対し優
しく丁寧に接し、家庭的な雰囲気の中で、思い思いに落ち着いた明るい表情で過ごしています。家族には利用者の様子が判る大
きな写真を添付した個人別「アミティ通信」を送付して喜ばれています。介護事業に真摯に取り組んでいる代表者のもと、管理者・
計画作成担当者・職員が協力してホーム独自の書式を作成し、「介護サービス計画表」はじめケア記録等は記入が簡単で、読取
りやすい工夫により、職員は利用者へのケアを共有することができます。職員は研修・ミニケアレポートの提出等自己研鑽に励
み、認知症ケアサービスの質の向上につなげています。今までに工夫・整備されたケアシステムや記録を活かし、今後更に認知
症ケアの専門性を深めて、より地域に貢献されることが期待される事業所です。

基本情報リンク先

豊中市蛍池南町3丁目８－１所在地

グループホームアミティ豊中

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　福祉サービス第三者評価センター
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自己評価および外部評価結果 

自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

Ⅰ.理念に基づく運営 

1 1 

○理念の共有と実践 

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る 

職員室横に掲示しており、出勤時、

退勤時、目に付くようになっており、

１人１人が確認できるようにし、ス

タッフ全員が内容を理解し、ユニッ

ト会議では、個人個人の入居者様に

とってのその人らしさを話し合いケ

アにつなげている。 

 

「その人らしさを大切に 住み慣れた街

で 仲良く ゆったり、豊かに楽しい生

活を」をホームの理念として定めてい

ます。玄関を入った正面壁面に地元の

書家によって書かれた理念を大きな額

に掲示して、訪問者にもホームの思い

を心にとめてもらえる工夫をしていま

す。職員室、事務所にも掲示してあり、

職員は心に留めて日々利用者が安心

して暮らせるように支援しています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

2 2 

○事業所と地域とのつきあい 

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している 

隣接した公園に職員や入居者様と近

所の方々との団欒の場がある。職員

は出勤時、退勤時に挨拶や会話を交

わしている。月１回金曜日にクラブ

を開催しており、その中の１つに喫

茶クラブがあり、近隣の方を数名招

き入居者様と共にお茶をしていただ

いている。地域とのつながりとして、

運動会や盆踊り、餅つき等に参加さ

せて頂き、近くの神社のおみこしが

町内を練り歩く際、ホームの前で止

まり、見せて下さる。中学生の職場

体験に協力しており、学生 2 名の受

け入れをしている。歌や踊りのボラ

ンティアや近隣の小学生が来訪し勉

強会を開催している。 

ホームは代表者が育った地元に建ち、

まず地域住民との交流を大切に考え

ています。ホーム横にある公園に出か

け、地域住民と挨拶を交わします。自

治会に加入し、地域の情報を得て、利

用者は盆踊り・地域の運動会・ふれあ

いサロン・餅つき等の行事に参加しま

す。お祭りの神輿はホームの前に止ま

って利用者を楽しませてくれます。中

学生の体験学習や隣の小学校の学童

保育の児童の訪問を受けます。「金曜

クラブ」の日に催すアミティ喫茶には地

域住民の方も訪れ利用者と交流して

います。また、消防署の講習を受け

て、救急救命資格を持つ職員が多くい

ることから、「市民救命サポーター・ス

テーション」の指定を受けています。

「こども１１０番」の表示もしてあり、地

域での役割を担っています。ボランティ

アの訪問もあり、クリスマス会には地

域住民の方がサンタクロースに扮装し

て参加してもらいました。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

3  

○事業所の力を活かした地域貢献 

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を

地域の人々に向けて活かしている 

 

 

 

 

 

 

月に一回金曜クラブを開催してお

り、その中に「アミティ喫茶」と称

し地域の方々を招き、直ぐに入居す

るのではなく、ホームの中や入居者

様を知っていただき段階を経て入居

できる体制を徐々に構築している。

電話相談に対しても、おおむね状況

を聞かせていただき、当ホームの限

界をお伝えし、納得していただいた

上で、他のサービス等の紹介をして

いる。 

  

4 3 

○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

概ね２～３ヶ月に１回開催し、入居

者様の状態や地域の行事への参加、

今後の行事の予定、クラブ活動等の

催し法令改正に伴いスプリンクラー

の設置や災害の日に非常食を試食し

た様子等を報告している。メンバー

の方から、地域の行事への参加のお

誘いやウエスの寄付等入居者様への

サービスの質を向上させる為の助言

や地域の方々との交流の橋渡しをし

ていただいている。 

 

 

 

２３年度の運営推進会議は２ヵ月に１

回開催しています。地域住民代表者・

知見者・利用者・利用者家族・市の担

当課職員・地域包括支援センター職員

の参加を得ています。２ヵ月間の行事

や活動報告、利用者の状況・ケア対策

について報告し、参加者からは、地域

の行事等の情報を得ています。市の

担当課職員からも、市内のグループホ

ーム開設予定等の情報を得ていま

す。「終末期ケア」について、それぞれ

の立場からの意見が出ました。「防災

の日」の非常保存食の試食や、一泊

旅行についての報告では、参加者から

も参考意見や評価があります。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

5 4 

○市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる 

書類提出等で月１回は市の窓口を尋

ねるようにしており、気軽に相談で

きる関係作りに力を入れている。そ

のほか社会福祉協議会からの相談員

の受け入れや１１０番子供の家、市

民救命サポーター・ステーションに

なっている。 

 

 

 

 

運営推進会議には、毎回市の担当課

職員の参加を得ていますが、議事録を

届けたり、毎月の利用者状況報告・介

護保険の更新申請時や事故報告書の

提出時等に担当窓口を訪ね、常に気

軽に相談できる関係作りをしていま

す。事業者連絡会にも参加して、交

流・相談をしています。月に１回介護相

談員の訪問を受けています。 

 

 

 

6 5 

○身体拘束をしないケアの実践 

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る 

拘束は一切しておらず、すべての職

員に徹底している。電子ロック錠に

関しても、横に暗証番号を掲示して

いるので、３階の入居者様は、リビ

ング、居室を自由に昇降される方も

居られる。言葉の拘束に対しても、

その都度話し合い、行動を抑制する

ような声掛けは極力せず、入居者様

お一人お一人が思い思いに過ごせる

よう心掛けている。 

 

 

 

 

 

現在、拘束の事例はありません。身体

拘束に関するマニュアルを作成し、職

員には内部研修等を実施し、拘束のな

いケアに取り組んでいます。 玄関扉

及びエレベーターの電子ロック錠は暗

証番号を掲示しており、利用者も開錠

できるようになっています。利用者には

施錠による不安や閉塞感を与えないよ

う工夫し、外出願望のある利用者には

職員の付き添いや見守りで対応してい

ます。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

7  

○虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている 

ユニット内でも、日常的に管理者や

ホーム長が職員とコミュニケーショ

ンをとり、不満や意見を聞き、常に

職員の心のケアに勤めるよう心掛け

ている。人と人のかかわりの中で性

格上合う、合わないがあり、時間や

タイミングによっても変わってく

る。そのことを踏まえ、スタッフ同

士で助け合い、交代し合える様に努

めている。 

 

 

 

  

8  

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る 

 

管理者およびケアマネージャーが対

応しており、職員への説明はその都

度行っている。 

  

9  

○契約に関する説明と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている 

契約時、図表を取り入れ、わかりや

すく簡素化した上で、それを基に口

頭で説明を加え理解していただける

よう工夫している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

10 6 

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

 

介護相談員さんの定期的な来所によ

り、入居者様からの相談事について

は、相談員さんから施設側へのフィ

ードバックできる体制を取ってい

る。家族様に対しては、管理者やケ

アマネージャーが面会にこられた際

等に話を聞き対応させて頂いてい

る。玄関には、公的な苦情受付機関

や介護相談員の来所日をお知らせ

し、相談、苦情解決の第三者窓口を

紹介している。その他、ホーム内で

の相談（苦情）受付担当者や相談（苦

情）解決責任者を掲示している。 

職員は日々のコミュニケーションの中

で、利用者の要望や意見をくみ取り、

運営に反映させています。家族の来訪

時には気軽に話せるように職員は対

応しています。利用者の健康や安全、

必要な物品購入等についてはその都

度家族へ電話で報告して、家族の要

望を伺います。玄関にご意見箱を設置

していますが、家族は口頭で直接要望

等を伝えています。また、家族には毎

月、個人別「アミティ通信」として、利用

者の暮らしぶりや行事での様子が判る

大きな写真を添付し、その月の介護目

標、医療受診予定・行事予定等を記載

した報告書を送付し、連携を保ってい

ます。その予定欄には介護相談員の

来訪日も伝えています。 
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11 7 

○運営に関する職員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

 

 

 

ユニット会議で、スタッフより意見

を集め、ホーム長は、運営会議に参

加し、代表者、管理者と意見交換が

できる時間を設けている。その他、

代表者、管理者はスタッフと個別に

話し合う時間を設けるように努めて

いる。 

各フロア会議・サブリーダー会議で、提

案される職員の意見は、運営会議で

検討し、運営に反映させています。代

表者はホームの項目別年間事業計画

を職員に提示し、年初と期末にそれぞ

れ自己評価をしてもらい、運営に役立

てたいと実施しています。代表者は職

員に外部研修への参加や資格取得等

レベルアップすることを支援していま

す。 

 

代表者は、今後徐々に職員と個別面談

ができる時間を設けて行きたいと考えて

います。今後の取り組みが期待されま

す。 

12  

○就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

代表者は、スタッフと会話する時間

を多く持つようにしており、ストレ

スの軽減や予防、研修への参加希望

等に耳を傾けている。 

各スタッフのレベルに応じた研修へ

の参加要請も行なっている。 

  

13  

○職員を育てる取り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る 

 

 

ミニケアレポートと称し、毎月課題

を決めて提出してもらっている。

外部研修は機会があるごとに職員の

レベルに合わせて参加している。研

修案内を掲示し、希望があれば検討

している。研修の内容によっては、

研修参加者がホーム内で講師とな

り、内部研修を開催をしたり、回覧

研修を行っている。 
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

14  

○同業者との交流を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている 

 

 

事業者連絡会や地域のグループホー

ムの合同運営推進会議に参加させて

いただき、研修や事業所で抱えてい

る悩みを相談する機会を設け、活発

に意見交換や交流を図っている。1

施設（グループホーム）と話し合い

を重ね、入居者様と家族様参加の一

泊旅行を立案し、実施する事が出来

た。 

  

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援  

15  

○初期に築く本人との信頼関係 

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている 

入居当時は不安が多く、混乱されて

いることも少なくない。そのことを

踏まえ、家族様より生活暦、趣味趣

向を聞き、コミュニケーションの時

間を多く持ち、各スタッフを信頼し、

安心して過ごしていただけるよう努

めている。 

 

  

16  

○初期に築く家族等との信頼関係 

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る 

電話相談では、おおむね状況説明を

して下さるが、来訪されてからは、

相談できる場所は設けているが、初

回より話される家族様は少なく、何

度か来訪されるうちに信頼関係が築

け、辛かった日々の話を打ち明けら

れる。 

 

  



大阪府 グループホームアミティ豊中（アミティ 2）                                                      2012 年 3 月 2日 

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター 10

自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

17  

○初期対応の見極めと支援 

サービスを導入する段階で、本人と家

族等が「その時」まず必要としている支

援を見極め、他のサービス利用も含め

た対応に努めている 

電話相談時におおむね状況を聞かせ

ていただき、当ホームの限界をお伝

えし、納得していただいた上で、他

のサービスの紹介をしている。 

 

 

 

 

  

18  

○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の

関係を築いている 

 

日常生活のことや調理のこと、昔の

風習や方言等教えていただいたり、

ちょっとした生活の知恵を教えてい

ただいている。相談したり一緒に考

えたり出来るように心がけている。

 

 

 

  

19  

○本人を共に支えあう家族との関係 

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている 

 

 

家族様来訪時には、職員との意見交

換が出来る時間を設けており、現在

の状況や生活暦、本氏からの言動等

の疑問を相談し今後のケアの方針を

話し合うようにしている。 
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

20 8 

○馴染みの人や場との関係継続の支

援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている 

 

 

 

 

ホームの開放により、馴染みの人の

来所はなされており、時々電話での

連絡もあり、本人様におつなぎして

いる。 

入居時に家族から、本人の生活歴や

交友歴等を聴き取り、記録していま

す。入居前に関わっていた老人会の仲

間の訪問や、入居以前に活動していた

ボランティア仲間、中学の同級生の来

訪等があります。また、自宅の隣家の

孫が成人をして訪ねてきたこともあり、

馴染みの関係が継続できるよう支援し

ています。家族からの相談があり、ＡＤ

Ｌ（日常生活動作）が保たれている間

に「里帰り」の実現に向けて対応してい

ます。自宅に一時帰宅する方もいま

す。馴染みの方に手作りの年賀状を

出せるように支援します。 

 

 

21  

○利用者同士の関係の支援 

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

カラオケや園芸、手芸等のクラブを

作り、得意な事、昔されていたこと

に参加していただいている。その中

で馴染みの関係を作り、共に作業し

たり，お互い助け合ったりされてい

る。日常生活の場においても、入居

者様同士困っておられたら助け合う

関係が出来ているので、人間関係を

考慮し、席を考え、入居者様同士親

睦を図れるよう心がけている。 
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22  

○関係を断ち切らない取り組み 

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている 

介護度の関係や入院治療等の理由で

退所された方に対しても、電話連絡

やお見舞いに行き、本人様の容態や、

家族様の悩みを尋ねるようにしてい

る。 

 

 

 

 

  

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 

○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している 

本人様の思いや暮らし方をたずね、

それに沿って支援できるよう心がけ

ている。本人様から聴取が困難な場

合は、家族様より生活暦や趣味等を

聞き、本人様に楽しんで頂ける様に

心がけている。 

 

 

 

 

 

入居時には、利用者本人や家族から

身体状況・生活習慣等を聴き取って記

録し、職員間で共有しています。入居

後は、利用者や家族から得た暮らしの

希望・意向を聴きとり、個別の生活歴

追記シートに「訴えや行動、職員が掛

けた言葉・行為、相手の感じたこと・感

じたこと・計画」等を職員は記録・共有

し、カンファレンスや日々のケアに活用

しています。利用者には、食事の希望

についても定期的に聞いています。 
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24  

○これまでの暮らしの把握 

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている 

入居される際、所定の用紙を家族様

に記入して頂きその情報を元に本人

様とコミュニケーションを取り、情

報を得ていくようにしている。

入居された後、家族様と信頼関係が

徐々に構築され職員との会話の中

で、本人様の情報をお教えいただい

た際に記入できる生活暦追記シート

を使用し全ての職員が出来る限り同

じ情報量を共有できる様に努めてい

る。 

  

25  

○暮らしの現状の把握 

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる 

体操や水遣り、昼寝等習慣化された

事やその日の状態によって、１人、

ひとり違った一日を過していただい

ている。又、一人、ひとりが日々過

されていく中でも、有する力が変化

して行く事を頭に入れ接し、何気な

い動作の中にもいつもと違う何かを

感じ取れるようにし、総合的に判断、

把握できるように努めており、その

日の出来る事、出来ない事を判断し、

その場、その場で、対応を変える様

に心がけている。 
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26 10 

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している 

 

家族様に面会時、希望、要望を聞く

だけでなく、現場職員の意見を反映

する為にケア会議やフロアーミーテ

ィングにより話し合う場を設けてい

る。 

 

 

 

 

 

 

入居時の情報を基に「初期計画」を作

成し、家族にも説明をしています。その

後については基本的には３ヵ月毎にモ

ニタリングを実施し、カンファレンスの

上、介護計画書の見直しを実施し、家

族にも説明しています。また、ホーム

独自の書式による利用者毎の「介護

サービス計画表」に介護の目標・個別

の日常生活介護サービス内容・その他

サービスの内容・モニタリングを記録

し、職員は共有しています。家族にも

説明し、サインを得ています。 期間内

でも利用者の健康等状況に変化があ

った場合は、随時ケア会議により、介

護計画の見直しを実施しています。ま

た、職員は介護計画の援助内容を転

記した「ケアチェック表」により、サービ

ス（ケア）アプローチを記録する項目も

加えたホーム独自の書式を活用する

ことにより、日々ケア状況を共有するこ

とができています。 
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27  

○個別の記録と実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている 

 

 

スタッフの気付きや発見、入居者様

の言動を記入するようにしており、

書き方を統一するように心がけてい

る。ケアチェック表にはケアプラン

も記載されており、毎日サービスが

提供できたかチェックする枠が設け

られており、介護計画の見直しに役

立てている。 

 

 

 

  

28  

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる 

 

 

通院等家族様の意向により職員や管

理者が付き添い出かけている。 

  

29  

○地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している 

選挙や敬老の集い、市民健診等に参

加し、小学校や中学校に出向いる。

その他、地域の季節行事も介護相談

員の方から声を掛けていただき参加

している。 
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30 11 

○かかりつけ医の受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している 

入所以前からかかりつけ医が居られ

る場合は、入所されてからも継続し

ていただけるよう体制を取りドクタ

ーと事業所との信頼関係を構築し保

てるよう心掛けている。病状が変わ

られた場合に関しても、本人様、家

族様と相談し、新規に病院と本人様、

事業所の信頼関係を築けるよう心が

けている。 

毎月１回協力医療機関の医師の定期

検診を受けています。入居以前からか

かりつけの医療機関より、引き続き医

療を受けている利用者は、家族が付き

添って受診します。また、必要な利用

者には協力歯科医の検診・口腔ケア

により、早期発見・早期治療ができる

よう支援しています。日常では職員とし

て配置されている看護師からは適切な

看護を受けています。医師の往診時に

は立会い、日常の状態等を助言・説明

します。 

 

 

 

 

31  

○看護職との協働 

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している 

看護師との連絡ノートを作成してい

る。その他にも、口頭での指示、実

際の手技を観て看護師がいない場合

でも、出来る範囲で支援している。

受診の際も、本人様の状態を看護師

に伝え、本人様の状態を把握し、適

切な医療、処置を受けることが出来

る様、出来る限り看護師も立会い受

診している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

32  

○入退院時の医療機関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている 

主治医と連絡を密にとり、症状が悪

化しないように早期発見、早期対応

を心掛けており、入院された場合は、

入院された医療機関に、なるべく短

いスパンでお見舞いに行き本人様の

状態を直に観察し、ドクターや看護

師から状態の予後を聞き早期退院に

努めている。 

  

33 12 

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる 

早い段階で、ホームの限界を説明し、

理解していただいており、家族様と

は、面会の際、常に話し合いの時間

を持ち、終末期の方向性を検討し、

主治医や看護師から助言をいただ

き、本人様の意向になるべく添える

ようにしている。 

 

 

 

 

現在は「看取りの指針」は特に定めて

いません。入院された場合は退院時

に、ホームでの介護が可能か、経口摂

取が可能かについて、主治医・看護

師・家族を交えて検討し、ホームでの

生活の継続を決めます。本人・家族の

希望により、退院後ホームで看取りを

した事例はあります。重度化した場合

や終末期の在り方については、ホーム

としても重要なテーマと考え、運営推

進会議においても地域における「終末

期ケア」について情報交換していま

す。 

 

34  

○急変や事故発生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている 

職員はほぼ全員普通救命講習を受講

しており、市民救命サポーター・ス

テーションに登録している。定期的

にミニケアレポート等で緊急時の対

応を再確認している。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

35 13 

○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている 

 

 

災害対策のマニュアル、緊急連絡網

を作成し、災害時対応出来る様に体

勢を整えている。年２回避難訓練を

実施している。消防署の講習も受講

している。９月１日の防災の日に、

非常食を食し、入居者様の食事形態

に合わせ食していただいた。 

 

 

ホーム独自の「災害対策マニュアル」

を作成し、職員に周知しています。「緊

急連絡網」については、職員がホーム

へ緊急対応できる者の通勤時間・家庭

状況を把握しています。職員は年２

回、避難訓練は実施しています。しか

し、消防署員立会の基に利用者も含

めた避難訓練は実施できていない状

況です。スプリンクラー・消火器は設置

済みです。非常災害時に向けての水・

非常食・備品を備蓄して、保管場所を

職員は周知しています。職員は消防署

の救急救命講習を受講しており、「市

民救命サポーター・ステーション」とし

て登録しています。 

利用者を含めた避難訓練を、利用者の

状況や気候、建物の構造に配慮しなが

ら、例えば、レクリエーションの延長で実

践していかがでしょうか。また、年１回は

消防署員指導のもと、消防避難訓練を

実施することが望まれます。 

 

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している 

 

 

言葉づかいやプライバシーについて

は会議や内部研修、ミニケアレポー

トのお題としても取り上げ、個人レ

ベルでも勉強し、徹底している。日

頃のケアの際も、耳障りな表現や不

適切な声掛け等を互いに注意し合え

る関係作りをしている。 

 

「利用者のプライバシーの尊重・保護」

に関するマニュアルを作成し、職員に

は内部研修等で周知しています。職員

は常に利用者一人ひとりの人格を尊

重し、誇りやプライバシーを損ねないよ

う留意しています。職員の言葉かけや

態度は明るく丁寧で、優しい雰囲気で

接しています。職員は入職時に「個人

情報保護」に関する誓約書を提出して

います。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

37  

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援 

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている 

本人様の希望や要望を理解力に合わ

せた表現方法で納得して頂き、職員

には決定権は本人様にあることを徹

底している。 

 

 

 

 

  

38  

○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している 

 

運営理念にもあるように｢その人ら

しさを大切に｣を念頭に置き日々業

務を優先するのではなく、まずは共

に座りコミュニケーションを密にす

ることを優先し、笑顔が見られる対

応をしている。 

 

 

  

39  

○身だしなみやおしゃれの支援 

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している 

更衣の際は本人様に服を選んでいた

だいている。 

基本的にはホームへ来訪し行なって

いただいているが、理容、美容に関

しても、希望に沿える様な体勢をと

っている。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

40 15 

○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している 

 

 

配膳、下膳、食事用マット拭き、机

拭きには参加していただけるが、入

居者様の身体的、病状的には、調理

には参加していただけない。調理に

関しては、原材料を持ってきていた

だき、料理が出来るまでの音やにお

い、時には味付けに希望があれば沿

えるようにし、楽しんでいただいて

いる。箸や茶碗、湯飲みに関しては、

使い慣れたものを持ってきていただ

き使用していただいている。希望が

あれば、外食やホームでお好み焼き、

たこ焼きを作り食していただいてい

る。 

 

 

食事は３食共職員が調理しています。

食材は業者から購入しています。業者

の管理栄養士が立てた献立表を参考

に、利用者の好みに合わせた献立に

変更する等の工夫をしています。利用

者のＡＤＬ（日常生活動作）に合わせ

て、調理の下拵え・盛り付け・配膳・下

膳・テーブル拭き・食器拭き等を共に

行います。職員も共に同じテーブルに

付き、介助の必要な方にはさり気なく

サポートし、談笑しながら同じ物を食べ

ています。嚥下状態により、刻みやと

ろみ付け、ミキサー食などにして、介助

しています。最近は利用者のＡＤＬが

低下し、調理に参加できない方にも、

キッチンの近くで調理の様子や匂いを

感じてもらう等の工夫をしています。業

者指定の献立だけでなく、利用者の希

望を受けて、鰻やお好み焼き等をメニ

ューに加えることもあります。おやつを

手作りしたり、屋上でバーベキューを

楽しみます。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

41  

○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる 

水分の補給量、食事の摂取量をケア

チェック表に記録し、全職員が情報

を得られるようにしている。水分に

関して、嚥下困難な方に対しては、

トロミをつけ、コップで飲みにくい

方に対しては、吸い飲みで提供して

いる。食事に関しても、咀嚼の状態

に合わせ、刻みやミキサー等、その

方にあわせていろいろな形態でお出

ししている。 

 

 

 

  

42  

○口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている 

 

 

起床時、毎食後、就寝時の歯磨き、

口腔ケアを実施している。又、歯磨

きが困難な方には口腔ケア用のウエ

ットティッシュで清拭させて頂いて

いる。義歯使用の方には、適宜ポリ

デントを使用し洗浄させて頂いてい

る。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

43 16 

○排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている 

 

 

入居者様一人、ひとりの排泄リズム

を把握するため、チェック表を作成

し、パターンをつかむよう心掛け、

声 か け を 行 っ て い る 。

拒否もあり、難しい点もあるが、普

通の下着、紙パンツ等段階を経てい

る。少しずつではあるが、オムツの

方も、出来る限り、トイレに座り排

泄していただけるよう支援してい

る。 

 

 

 

 

 

利用者一人ひとりの排泄習慣やパタ

ーンを把握し、個別支援を行っていま

す。プライバシーを尊重しながら、さり

気なく自立に向けて支援ができるよう

職員間で共有しています。入居時にオ

ムツ使用していた方がリハビリパンツ

になり、トイレ誘導することで、排便が

スムーズに行えるようになり、利用者

本人の喜びにもなっています。排泄表

には排便量を分かりやすい記号（卵大

として）を定めて把握しやすい工夫をし

ています。緩下剤の服薬量を減らす工

夫をし、看護師に相談する場合もあり

ます。 

 

44  

○便秘の予防と対応 

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる 

水分補給やホットパック、着座して

頂き腹部マッサージを行う等支援さ

せていただいている。       

  

45 17 

○入浴を楽しむことができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている 

スタッフの都合を優先させるのでは

なく、入居者様の気分やその日の体

調で判断し、極力本人様の希望に沿

えるようにしている。車椅子の方が

多く、多少の難しさは有るが、出来

る限り浸かり、ゆっくりしていただ

ける様心掛けている。 

 

基本的には週３回の入浴を実施してい

ます。ＡＤＬが自立している方は希望に

より、夜間入浴を実施することもありま

す。必要な方には二人で介助していま

す。入浴を好まれない方には無理強い

せず、清拭をして下着を着替えてもら

い、清潔を保てるよう配慮しています。
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自己評価 外部評価 自
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外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

46  

○安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している 

 

入居者様一人、ひとりの生活習慣を

なるべく崩さないよう心掛け、一日

の中で睡眠時間を確保している。

また、レク等も強制せず、帰室され

る方は自由にしていただいている。

 

 

  

47  

○服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている 

症状、服薬に関して申し送りノート

に記し、薬を組む者、確認する者、

服薬支援する者、その薬が本人様の

であるか確認する者、という風に薬

に関しての確認は二者確認してお

り、入居者様全員の内服に関しては、

内服一覧表と、写真入で作用、副作

用を確認できるようファイルを作っ

ており、職員全員が閲覧している。

 

  

48  

○役割、楽しみごとの支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている 

習慣化することで、ご自分の役割だ

と感じていただけ、今は、日めくり

カレンダーをめくったり、テーブル

拭きを継続されている。又職歴や趣

味を活かせるお手伝いをお願いして

いる。懐かしい歌の番組やビデオを

見ていただくと口ずさまれる。 
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自己評価 外部評価 自
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外
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

49 18 

○日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域

の人々と協力しながら出かけられるよう

に支援している 

 

屋上への外気浴や洗濯物干し、散歩、

近所の公園には出かけているが、拒

否もあり、毎日は難しい。ベランダ

にプランターを置き、野菜や花を植

え、水遣りをしていただいている。

本人様の希望により近くの店へ買い

物に出かけたり、喫茶店へ出かけて

いるが、場所等により家族様の都合

もあり実現は困難に近い。サブリー

ダー会議を月に 1 回開催し、レベル

に合わせたグループ分けをさせて頂

き、買い物や散歩、喫茶店に出かけ

ていただいている。 

 

介護計画を反映させて日々の活動表

には「外出」の項目を設けており、「散

歩・外気浴（屋上）・外食・外出行事・通

院・買い物」にわけて、利用者毎に外

出の実績を把握できる工夫をしていま

す。暖かい時期にはホームの隣の公

園に出かけ、植栽の花を眺めながら、

水分補給をします。外出ができない場

合は屋上で外気浴をします。リビング

前のベランダのプランターに水遣りをし

ながら、日光や外気に当たる工夫をし

ています。また、レベルに合わせたグ

ループ分けをして、買い物や喫茶店等

に出かけ、地域の行事に参加します。

今年は家族も同行して一泊旅行を実

施しました。また、その他にも家族との

外出の機会があります。重度化した利

用者は外出の機会が少なくなっている

状況です。 

 

 

ホームには日当たり、眺めの良い屋上

があり、近くには公園がある等、比較的

恵まれた環境にあります。気候が良い時

期には、重度化した利用者も日常的に

外気浴、散歩等で少しでも外に出る機会

を増やすことが期待されます。 

 

50  

○お金の所持や使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切

さを理解しており、一人ひとりの希望や

力に応じて、お金を所持したり使えるよ

うに支援している 

自動販売機で、コーヒー等を購入され

る際は、お金をお渡しし、購入していた

だいている。 
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51  

○電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している 

事務所へご案内し、電話をかけてい

ただいている。時間帯によっては、

フロアーからも電話できるようにし

ている。年末には年賀状を作成し、

投函された。 

  

52 19 

○居心地のよい共有空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている 

オープンキッチンになっており、視、

聴、嗅覚で料理を感じていただける。

毎月ボードに装飾をして季節感を出

している。カーテンを２重にする等

不快な光を極力なくし、各居室、リ

ビングの照明に関しても段階的に調

節できるようになっている。 

ホーム玄関前には季節の花を植栽し、

玄関や相談室にはカラフルなアートフ

ラワーを配置して、優しく明るい雰囲気

を演出しています。各ユニットのリビン

グ兼食堂には食卓の他にゆったりとし

たソファーが置いてあり、寛げる場所

になっています。リビングの壁面には

季節に応じた手作りの貼り絵などを掲

示しています。部屋の隅には季節の花

を活け、温か味のある和やかな雰囲

気を作っています。行事の写真も掲示

してあり、眺めて楽しかった催し物を思

い出しています。食堂はオープンキッ

チンでの調理の様子や匂いが漂い、

家庭的な雰囲気の中で利用者同士団

欒しながら、過ごしやすい共有空間に

なっています。屋上には運動やバーベ

キューもできる広いスペースがあり、

傍を通過する「モノレール」を間近に眺

めることができ、気分転換の場所とな

ります。 
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53  

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり 

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている 

少し離れた場所に、二人がけのソフ

ァを置き、お一人や気の合う者同士

でくつろいでいただいている。食事

の席で、気の合う方同士塗り絵を楽

しまれたり、新聞や雑誌を読まれた

りされる。又、別のソファでもお話

やテレビを楽しまれている。 

  

54 20 

○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている 

今まで使用しておられた家具や寝具

等を、入居時に出来る限りもって来

ていただき、使用していただいてい

る。カーテンは、防火カーテンを使

用しているため、ホームの物を使用

していただいている。 

 

居室には利用者が自宅で使い慣れた

家具・家族の写真・手作りの作品・仏

壇・好みの小物やぬいぐるみ等、馴染

みの物や生活用品を持ち込んでもら

い、住み慣れた生活空間の継続を保

てるよう配慮しています。家族から誕

生日祝いにプレゼントされた鉢植え

が、大切に飾られていました。 

 

55  

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり 

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している 

エレベーターや玄関には、解除番号

を掲示している。各居室には、手作

りの表札を作り、トイレに関しても

手作りで案内や札を作り、わかりや

すいよう配慮している。動線にはな

るべく物を置かず、十分なスペース

を確保している。必要な方の居室内、

廊下等入居者様が不安に思われると

ころには手すりを設置している。 
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